
 

知的財産制度の中長期的課題について 

 

令和３年３月 15日 

特許庁総務部企画調査課 

 

 

1. 知的財産権の「保護と利用のバランス」の在り方 

① 共創・連携の時代 

A) オープンイノベーション 

B) 知財人材の必要性と流動化 

② 公益と私権のバランス 

A) COVID-19 

B) 標準必須特許 

2. 「コトの時代」における知的財産権の在り方 
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